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名
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あ
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さ
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・
近
ブ
ロ
幼
稚
園
部
学
習
会

・
夏
休
み
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ズ
ル

 

当
選
者
発
表

保障はどれくらい必要？

承08-56-19（0809）

●各共済のご契約にあたっては必ず
詳細なパンフレットおよび重要事
項等説明書（契約概要・注意喚起情
報）制度で内容をご確認のうえお申
し込みください。

お問い合わせは
  教職員共済生活協同組合　兵庫県支部
  TEL 078-221-9730
  FAX 078-221-1199
  〒650-0004
  神戸市中央区中山手通4丁目10-8
　　　　   　　　　　ラッセホール4階
http://www.kyousyokuin.or.jp/

50 歳代の女性の方へ
女性特定疾病特約追加で
　　　　 保障の充実を！

第
58
次
兵
庫
県
教
育

研
究
集
会
「
ひ
ょ
う
ご

教
育
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
を
11
月
８
日

（
土
）・
９
日
（
日
）
の

２
日
間
、「
地
域
に
開

か
れ
た
教
育
研
究
集

会
」
と
し
て
明
石
市
で

開
催
す
る
。

昨
年
、
芦
屋
市
で
行
わ
れ
た
集

会
は
、
多
く
の
子
ど
も
・
保
護

者
・
地
域
か
ら
の
参
加
も
含
め
、

２
日
間
で
延
べ
５
，
５
０
０
人
を

越
え
る
参
加
が
あ
っ
た
。
分
科
会

で
は
、
保
護
者
・
地
域
か
ら
の
リ

ポ
ー
ト
報
告
が
16
本
あ
る
な
ど
、

大
き
な
成
果
が
得
ら
れ
た
。

今
次
教
研
は
、
よ
り
い
っ
そ

う
地
域
と
つ
な
が
っ
て
い
く
「
教

育
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」を
め
ざ
す
。

全
体
会
は
、
明
石
市
立
産
業

交
流
セ
ン
タ
ー
が
会
場
。
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
で
は
、
大
久
保
北
中

学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
。

記
念
講
演
は
、
大
阪
教
育
大
学

の
野
口
克
海
さ
ん
。

分
科
会
は
、
１
つ
の
特
別
分

科
会
を
含
め
24
分
科
会
が
あ

り
、
大
久
保
中
学
校
と
大
久
保

兵
教
組
は
９
月
６
日

（
土
）、六
甲
ス
カ
イ
ヴ
ィ

ラ
で
第
２
回
支
部
三
役

合
同
会
議
を
行
い
、
秋

か
ら
の
闘
い
へ
の
意
思

統
一
を
図
っ
た
。

冒
頭
、
山
名
幸
一
執

行
委
員
長
は「
２
学
期
、

対
県
確
定
闘
争
、
県
教

研
と
大
き
な
行
事
が
続

く
。
こ
の
二
つ
の
山
は
、
実
は

と
て
も
密
接
に
関
係
す
る
兵
教

組
最
大
の
と
り
く
み
だ
と
思
っ

て
い
る
。
私
た
ち
の
賃
金
・
諸

権
利
の
闘
い
は
、
世
論
を
み
か

た
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る

か
、
県
民
に
評
価
し
て
も
ら
え

る
か
と
い
う
こ
と
も
問
わ
れ
て

い
る
。
低
賃
金
で
あ
え
ぐ
国

民
・
県
民
が
い
る
中
で
、
公
務

員
バ
ッ
シ
ン
グ
は
続
く
。
こ
う

い
う
社
会
情
勢
の
中
、
私
た
ち

の
賃
金
の
闘
い
は
ど
う
あ
る
べ

き
か
、
す
べ
て
の
労
働
者
の
生

活
を
守
る
と
い
う
立
場
か
ら
の

闘
い
が
必
要
だ
。
私
た
ち
が
直

面
す
る
課
題
、
子
ど
も
た
ち
を

中
心
に
す
え
た
教
育
を
、
保
護

者
・
地
域
の
人
た
ち
に
県
教
研

に
来
て
も
ら
い
、
県
民
に
理
解

を
得
な
が
ら
の
教
育
改
革
を
進

め
る
。
今
次
、
明
石
で
開
催
す

る
県
教
研
を
、
よ
り
県
民
、
子

ど
も
た
ち
に
開
か
れ
た
教
研
集

会
と
し
て
成
功
を
お
さ
め
る
た

め
、
本
部
、
各
支
部
と
も
の
努

力
を
願
う
」
と
あ
い
さ
つ
。

 

（
２
面
要
旨
掲
載
）

ま
た
、
泉
雄
一
郎
書
記
長
よ

り
、
経
過
と
情
勢
の
報
告
が

あ
っ
た
。
当
面
す
る
秋
季
・
年

末
闘
争
へ
向
け
、
具
体
的
な
闘

い
の
方
針
が
提
起
さ
れ
た
。「
県

教
委
の
『
全
国
学
力
・
学
習
状

況
調
査
に
か
か
る
調
査
結
果
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
』
を
周
知

徹
底
し
、結
果
の
公
表
は
、個
々

の
市
町
名
、
学
校
名
を
明
ら
か

に
し
た
公
表
を
お
こ
な
わ
な

い
」「
第
58
次
県
教
研
【
ひ
ょ

う
ご
教
育
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
11

月
8
日
（
土
）・
9
日
（
日
）

明
石
市
で
開
催
】
は
保
護
者
と

地
域
に
開
か
れ
た
教
研
を
い
っ

そ
う
推
進
さ
せ
る
方
向
で
と
り

く
む
」「
時
間
外
勤
務
手
当
化
、

勤
務
時
間
の
適
正
化
、
１
年
単

位
の
変
形
労
働
時
間
制
導
入
反

対
を
基
本
に
と
り
く
む
」「
評

価
・
育
成
シ
ス
テ
ム
は
、
県
教

委
作
成
の
試
行
の
手
引
き
を
生

か
し
、
５
原
則
・
２
要
件
の
定

着
を
は
か
り
、
他
者
と
の
比
較

で
は
な
く
、
評
価
基
準
に
照
ら

し
て
適
切
に
絶
対
評
価
を
行
う

な
ど
、
支
部
・
分
会
で
全
組
合

員
の
意
思
統
一
を
は
か
り
な
が

ら
す
す
め
る
」
な
ど
の
内
容
を

確
認
し
た
。

ま
た
、
対
県
確
定
闘
争
に
お

い
て
、共
に
闘
っ
て
き
て
い
る
、

県
職
労
（
兵
庫
県
職
員
労
働
組

合
）
の
坪
田
眞
樹
中
央
執
行
委

員
長
か
ら
、
連
帯
の
あ
い
さ
つ

を
も
ら
っ
た
。
こ
れ
ま
で
共
闘

団
体
で
あ
り
な
が
ら
、
互
い
の

課
題
を
知
ら
な
か
っ
た
が
、
今

回
初
め
て
、
県
職
労
の
課
題
、

兵
教
組
と
の
関
わ
り
方
な
ど
の

話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
坪

田
委
員
長
は
「
対
県
交
渉
に
お

い
て
、
兵
教
組
と
県
職
労
、
兵

庫
県
に
働
く
警
察
官
も
含
め
、

職
員
の
過
半
数
を
上
回
る
組
織

団
体
に
な
る
。
こ
の
存
在
は
大

き
い
」「
組
織
、
賃
金
は
私
た

ち
の
生
活
に
関
わ
っ
て
く
る
問

題
だ
が
、
組
織
の
在
り
様
は
、

日
々
の
職
場
に
関
わ
っ
て
く
る

問
題
。
こ
こ
を
失
敗
し
た
ら
、

心
の
病
が
増
え
る
の
は
当
た
り

前
。強
い
意
志
を
持
ち
、頑
張
っ

秋
か
ら
の
闘
い
を
意
思
統
一

 

対
県
確
定
闘
争
・
県
教
研
な
ど

て
い
く
。
今
後
も
、
人
事
委
員

会
の
闘
争
、
秋
の
確
定
闘
争
を

対
県
共
闘
組
合
と
し
て
、
兵
教

組
と
共
に
闘
っ
て
い
く
決
意
」

と
述
べ
た
。

そ
の
後
、
駆
け
つ
け
た
水
岡

俊
一
参
議
院
議
員
か
ら
の
あ
い

さ
つ
が
あ
っ
た
。水
岡
さ
ん
は
、

「
福
田
総
理
の
勝
手
な
辞
任
劇

を
め
ぐ
り
、
マ
ス
コ
ミ
も
大
騒

ぎ
で
混
沌
と
し
て
い
る
。
し
か

し
、
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
で

も
あ
り
、
我
が
民
主
党
の
仲
間

も
必
死
で
頑
張
る
の
で
、
ど
う

か
皆
さ
ん
の
応
援
を
お
願
い
し

た
い
。
ま
た
、
民
主
党
か
ら
出

て
新
党
を
つ
く
る
と
い
う
騒
ぎ

が
あ
っ
た
。
こ
ん
な
時
に
、
仲

間
割
れ
を
し
て
ど
う
す
る
と
い

う
意
見
も
あ
る
が
、
い
つ
も
造

反
組
の
二
人
で
、
遅
か
れ
早
か

れ
出
て
行
く
人
間
だ
と
思
っ
て

い
た
。
お
詫
び
を
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
の
は
、
各
労
組
の
推

薦
や
、
記
名
の
多
く
の
得
票
の

お
か
げ
で
当
選
し
た
二
人
が
、

こ
の
よ
う
な
騒
ぎ
を
起
こ
す
の

は
、
民
主
党
支
援
者
に
対
し
て

失
礼
な
こ
と
で
あ
り
、
新
党
が

結
成
で
き
な
け
れ
ば
、
公
職
選

挙
法
か
ら
見
て
も
離
党
で
き
な

い
と
い
う
論
議
が
さ
れ
て
い

る
。
民
主
党
と
し
て
、
こ
れ
を

良
い
教
訓
と
し
、
一
致
団
結
を

図
る
べ
き
だ
。
私
た
ち
日
政
連

の
基
本
的
ス
タ
ン
ス
は
、
小
沢

一
郎
を
応
援
し
て
い
く
立
場
。

私
は
兵
庫
に
お
い
て
、
皆
さ
ん

の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
文
教

で
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い

会
場
か
ら
の
質
疑
に
答
え
る
泉
書
記
長
。 

（
９
月
６
日
、
六
甲
ス
カ
イ
ヴ
ィ
ラ
で
）

南
小
学
校
で
行
わ
れ
る
。
組
合

員
が
日
頃
の
実
践
を
報
告
し
、

そ
れ
を
も
と
に
研
究
討
議
を
お

こ
な
う
。
ま
た
、
保
護
者
・
地

域
か
ら
リ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
各

支
部
か
ら
１
名
以
上
の
参
加
を

要
請
し
、
子
育
て
や
地
域
で
の

と
り
く
み
な
ど
に
つ
い
て
の
報

告
も
含
め
、
分
科
会
で
も
「
開

か
れ
た
教
研
」
を
め
ざ
す
。

ま
た
、両
校
を
会
場
と
し
て
、

各
支
部
・
地
域
の
協
力
を
得

て
、「
展
示
・
体
験
コ
ー
ナ
ー
」

を
開
設
。「
展
示
コ
ー
ナ
ー
」

と
し
て
、「
東
北
播
の
先
人
展
」

や
「
明
石
の
た
め
池
展
」「
子

午
線
展
」
な
ど
が
あ
る
。「
体

験
コ
ー
ナ
ー
」
と
し
て
、「
折

り
紙
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ナ
ー
」

「
理
科
体
験
教
室
」「
ラ
ベ
ン

ダ
ー
ク
ラ
フ
ト
」な
ど
が
あ
り
、

親
子
で
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
、
昼
休
み
に
両
校
で

お
こ
な
う
「
ス
テ
ー
ジ
発
表
」

で
は
、和
太
鼓
・
落
語
と
小
話
・

ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
な
ど
、
伝
統
芸

能
や
表
現
活
動
の
舞
台
が
あ
る
。

８
日
（
土
）
の
午
後
に
は
、

産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
で
「
子
ど

も
の
育
ち
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
を
行
う
。
い
じ
め
・
不

登
校
・
子
ど
も
虐
待
な
ど
で
揺

れ
る
子
ど
も
の
心
に
寄
り
添

い
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会

で
子
ど
も
を
育
む
と
り
く
み
を

語
り
合
う
。

第
58
次
兵
庫
県
教
育
研
究
集

会
を
、東
北
播
地
区
を
中
心
に
、

全
地
区
・
支
部
の
協
力
体
制
の

も
と
成
功
さ
せ
よ
う
。

兵
教
組
組
合
員
の
み
な
さ

ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
南
あ
わ

じ
市
か
ら
一
筆
啓
上
。

現
在
９
月
定
例
会
が
開
会

中
で
す
。
昨
年
度
の
決
算
認

定
、
補
正
予
算
な
ら
び
に
条

例
の
一
部
改
正
審
議
が
主
な

議
題
で
す
が
、第
２
会
派（
５

名
）
の
代
表
と
し
て
鋭
意
会

議
に
参
加
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
今
議
会
中
に
「
議
員
定

数
等
調
査
検
討
特
別
委
員

会
」
の
報
告
が
な
さ
れ
、
次

期
選
挙
の
定

数
が
決
定
さ

れ
る
運
び
で

す
。
現
在
の

28
名
の
定
数

が
妥
当
か
ど

う
か
、
私
も

委
員
の
一
人
と
し
て
２
年
間
調

査
研
究
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た

が
、
市
民
へ
の
公
聴
会
で
も

様
々
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

本
市
の
場
合
、
法
定
定
数
は
30

名
。
民
主
主
義
の
本
来
の
理
念

か
ら
し
て
、
私
は
こ
の
30
名
が

い
い
と
主
張
し
て
き
ま
し
た

が
、
小
泉
内
閣
の
あ
の
「
三
位

一
体
改
革
」
に
よ
っ
て
地
方
自

治
体
の
財
政
は
軒
並
み
厳
し

く
、
同
レ
ベ
ル
の
市
議
会
の
全

国
平
均
は
24
名
。
自
主
規
制
の

動
き
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

年
４
回
開
か
れ
る
定
例
会
で

は
「
一
般
質
問
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
議
会
で
は
私
は
必

ず
質
問
に
立
っ
て
き
ま
し
た
。

三
月
定
例
会
は
会
派
代
表
質
問

を
し
、
三
原
支
部
の
執
行
部
や

か
つ
て
の
同
志
の
校
長
先
生
た

ち
か
ら
も
助
言
を
受
け
、
教
育

問
題
に
重
点
を
置
い
て
質
問
し

ま
し
た
。
今
回
は
『
市
職
員
が

誇
り
を
持
っ
て
仕
事
が
で
き
る

環
境
づ
く
り
に
向
け
て
』
を

テ
ー
マ
に
50
分
を
フ
ル
に
使
っ

て
当
局
を
質
し
て
い
く
予
定
で

す
。
昨
今
中
央
・
地
方
を
問
わ

ず
公
務
員
バ
ッ
シ
ン
グ
が
喧
し

い
。
市
民
の
幸
せ
を
願
い
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
て
日
夜

努
力
さ
れ
て
い
る
多
く
の
職
員

の
姿
を
身
近
で
見
る
に

つ
け
気
の
毒
で
も
あ
り

ま
す
。
同
じ
地
方
公
務

員
の
先
輩
と
し
て
胸
を

張
っ
て
質
問
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

最
近
は
地
域
の
老
人

会
で
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

に
も
汗
を
流
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
先
輩
諸

氏
か
ら
勧
め
ら
れ
て

こ
の
９
月
か
ら
ブ
ロ
グ

も
開
設
し
ま
し
た
。
か

つ
て
の
学
級
通
信
等
を

思
い
起
こ
し
て
こ
ま
め

に
作
成
し
て
い
き
ま

す
。
斬
新
な
ご
意
見
を

い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
い

で
す
。

る
。
後
、
任
期
２
年
、
皆
さ
ん

の
想
い
が
伝
え
ら
れ
る
よ
う
な

行
動
を
、
一
生
懸
命
頑
張
っ
て

い
き
た
い
」と
力
強
く
語
っ
た
。

坪田眞樹県職労委員長

水岡俊一参議院議員

兵政連議員より

森上  祐治
（南あわじ市議会議員）

教
育
問
題
を
重
点
に
質
問
す
る

第58次兵庫県教育研究集会

第
58
次
兵
庫
県
教
育

昨
年
、
芦
屋
市
で
行
わ
れ
た
集

南
小
学
校
で
行
わ
れ
る
。
組
合

ダ
ー
ク
ラ
フ
ト
」な
ど
が
あ
り
、

ひ
ょ
う
ご
教
育
フ
ェ
ス
テ
ィ
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教　育　ひ　ょ　う　ご2008年 9 月21日（日） 第1725号  （ 2 ）（第三種郵便物認可）

厚生会グループ保険
（団体定期保険　年金払特約付　こども特約付）

みんなで育て、ささえる保険です。

（ただし、こども特約の保険金は一時金でお受取りいただきます。）
遺族年金（遺族の生活資金）と一時金で必要な保障が準備できます。1

遺族年金部分の受取額は初年度受取額の３％が毎年増加します。2

（退職後に継続加入するには退職会員となられることが必要です。）
保険年齢75歳まで継続加入できます。3

配当金のお受取りがある場合、実質負担額（年間払込保険料から
配当金を控除した金額）が軽減されます。（脱退され、保険期間の
中途で保障終了となられた方は配当金をお受取りになれません。）

１年ごとに収支計算を行い、剰余金が生じた場合は、
配当金をお受取りになれます。

4

＊告知に関しては、「正しく告知いただくために」をご覧ください。

医師の診査ではなく、健康状態等の告知によるお申込み
手続きです。

5

本人がご加入の場合、配偶者・お子さまもお申込みができます。6

各年代モデルプラン（参考）

（財）兵庫県学校厚生会   生活事業部
〒650-0012神戸市中央区北長狭通４丁目７番34号　電話（078）331-9967

●記載の保険料は概算保険料です。正規保険料は申込締切後に算出し、更新日（今回は 2009 年３月１日）から適
用します。
　保険料は、毎年の更新日に再計算し適用します。年齢が上がり、次の年齢群団へ移る方が同額で更新された場合、
通常、更新後の保険料は更新前より高くなります。
●記載の年金額は、2008 年６月 12 日現在において、この保険特約の引受保険会社各社が更新後の保険期間に適
用する予定の基礎率（予定利率等）に基づき計算しております。実際に受取ることができる年金額は、今後の経済
情勢等により、基礎率（予定利率等）が変更される場合には、例示している年金額を大きく下回る可能性があります。
●「保険年齢」とは、被保険者の年齢を満年齢で計算し、１年未満の端数については６ヵ月以下のものは切捨て、６ヵ
月を超えるものは切上げて計算した年齢をいいます。（例：19歳７ヵ月の方の保険年齢は20歳となります。）

詳細については、「総合案内パンフレット」をご覧ください

～25歳
26歳～30歳
31歳～35歳
36歳～40歳
41歳～45歳
46歳～50歳
51歳～55歳
56歳～60歳

約  9.4万円
約19.5万円
約23.9万円
約27.2万円
約29.6万円
約28.9万円
約25.6万円
約26.3万円

約  3.1万円
約12.8万円
約15.5万円
約16.5万円
約17.2万円
約16.0万円
約14.4万円
約16.3万円

約  6.3万円
約  6.7万円
約  8.4万円
約10.7万円
約12.4万円
約12.9万円
約11.2万円
約10.0万円

約    237万円
約1,017万円
約1,797万円
約1,664万円
約1,311万円
約    879万円
約    626万円
約    626万円

Ｇ

Ｅ

Ｃ

Ｃ

Ｄ

Ｄ

Ｆ

Ｆ

女　性  男　性

保 険 年 齢

生活維持資金
（遺族年金）
必要想定額
月 額

公的遺族
年金月額

月額不足想定額
生活復興資金
（一　時　金）
必 要 想 定 額

モデルプラン
コ ー ス

月払い保険料
（概　　　算）

  

1,671円
2,539円
3,455円
6,127円
6,729円
7,053円
4,963円
4,211円

1,034円
1,571円
2,139円
5,257円
5,688円
6,046円
4,042円
3,290円

厚生会グループ保険　６つのポイント

あ
の
小
泉
劇
場
と
言
わ
れ

た
郵
政
民
営
化
解
散
時
、
権

力
が
い
か
に
マ
ス
コ
ミ
・
Ｔ

Ｖ
メ
デ
ィ
ア
に
介
入
し
、
巧

妙
に
世
論
操
作
を
行
っ
て
い

く
か
を
、
明
ら
か
に
し
た
一

冊
の
書
物
を
読
ん
だ
。
国
民

は
こ
ん
な
風
に
ダ
マ
さ
れ
、

踊
ら
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
と

ア
然
と
す
る
。

先
日
の
福
田
首
相
の
辞
任

表
明
か
ら
、
話
題
が
次
の
自

民
党
内
の
総
裁
選
に
な
っ
た

と
た
ん
、
あ
れ
だ
け
低
迷
し
て

い
た
自
民
党
の
支
持
率
が
上

が
っ
た
と
い
う
。
Ｔ
Ｖ
で
候
補

者
を
連
日
報
道
さ
せ
る
こ
と
に

よ
り
、
国
民
の
目
を
自
民
党
総

裁
選
に
ク
ギ
づ
け
に
し
、
そ
し

て
一
気
に
解
散
総
選
挙
。
そ
の

こ
ろ
に
は
、
前
安
倍
首
相
や
福

田
首
相
の
こ
と
な
ど
忘
れ
て
し

ま
う
だ
ろ
う
と
い
う
計
算
。
こ

の
よ
う
に
、
総
選
挙
で
勝
利
す

る
た
め
の
戦
略
が
、
す
で
に
用

意
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
マ
ス
コ

ミ
戦
略
・
戦
術
の
中
に
、
日
本

国
民
は
き
っ
ち
り
組
み
込
ま
れ

た
結
果
、
戦
後
き
わ
め
て
短
期

間
を
除
き
、
自
民
党
が
政
権
を

と
り
続
け
る
構
図
が
日
本
に
定

着
し
て
い
る
。

小
泉
政
権
時
代
、
何
が
行
わ

れ
た
か
。
規
制
緩
和
、
構
造
改

革
、「
小
泉
政
治
は
良
い
部
分

と
暗
い
部
分
が
あ
る
」
と
の
評

価
が
あ
る
が
、
結
果
的
に
私
た

ち
の
生
活
は
ど
う
か
。各
社
会
、

企
業
は
ど
う
な
っ
た
か
。
国
際

競
争
主
義
に
勝
ち
抜
く
た
め
、

大
企
業
だ
け
を
太
り
生
き
残
ら

せ
、
中
小
企
業
は
倒
産
。
失
業

者
が
街
に
あ
ふ
れ
、
若
者
は
大

夏
休
み
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ズ

ル
」
に
ご
応
募
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
正
解
者

の
中
か
ら
、
抽
選
で
20
名
様
に

粗
品
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

今
回
、
特
に
女
性
部
サ
マ
ー

セ
ミ
ナ
ー
の
講
座
Ⅲ
、
男
性
育

休
取
得
者
の
大
澤
和
彦
さ
ん
の

講
演
に
関
連
す
る
感
想
・
ご
意

見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

女
性
か
ら
は
、「
こ
う
い
っ
た

講
演
に
男
性
が
参
加
し
て
ほ
し

い
」「
男
性
が
育
児
に
参
加
し

な
け
れ
ば
、
男
性
の
意
識
は
絶

対
に
変
わ
ら
な
い
と
思
う
」
な

ど
。
男
性
か
ら
は
「
男
性
の
育

休
取
得
者
が
増
え
て
こ
そ
の
教

育
界
だ
と
思
う
」
と
い
っ
た
声

が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、「
生
き
る
力
」
の
食
教

育
に
関
し
て
は
、「
食
育
の
大

切
さ
は
十
分
理
解
で
き
る
。各

校
に
栄
養
教
職
員
を
配
置
し
、

食
育
指
導
の
徹
底
を
図
れ
る
よ

う
力
を
注
い
で
ほ
し
い
」「
食
育

を
根
付
か
せ
る
に
は
、保
護
者

の
協
力
も
大
き
な
影
響
力
」「
給

食
の
栄
養
バ
ラ
ン
ス
や
食
材
の

中
身
に
も
、
無
関
心
で
は
い
ら

れ
な
い
と
思
い
な
お
し
た
」
な

ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

い
た
だ
い
た
感
想
・
ご
意
見

は
、今
後
の
編
集
の
参
考
と
し
、

よ
り
良
い
紙
面
づ
く
り
を
目
ざ

し
て
参
り
ま
す
。
今
後
と
も
皆

さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。 

（
編
集
部
）

当
選
者

新
川
恵
津
子
（
洲
本
市
）、

伊
藤
範
子
（
尼
崎
市
）、
岡
井

二
三
男
（
加
西
市
）、
奥
山
雅

敏（
西
宮
市
）、鎌
田
美
佐
江（
佐

用
郡
）、
河
西
美
和
子
（
南
あ

わ
じ
市
）、
木
曽
春
美
（
宝
塚

市
）、
木
幡
美
鈴
（
西
脇
市
）、

酒
井
宗
昭
（
丹
波
市
）、
中
野

広
子
（
朝
来
市
）、
坂
東
日
出

夫
（
姫
路
市
）、
藤
井
達
雄
（
加

古
川
市
）、
増
谷
和
加
子
（
川

辺
郡
）、
圓
井　

武
（
揖
保
郡
）、

丸
岡
優
子
（
豊
岡
市
）、
三
上

史
哉（
神
戸
市
）、名
賀
公
子（
宍

粟
市
）、
本
山
典
之
（
篠
山
市
）、

吉
田
三
世
（
相
生
市
）、
若
尾

晴
美
（
三
木
市
）

＝
50
音
順
、
敬
称
略

学
を
出
て
も
就
職
先
が
無
い
。

例
年
３
万
人
を
越
え
る
自
殺
者

が
続
く
、
こ
ん
な
先
進
国
が
世

界
の
ど
こ
に
あ
る
だ
ろ
う
。
労

働
者
の
賃
金
は
下
が
り
続
け
、

物
価
は
急
激
な
値
上
が
り
。
失

業
率
も
依
然
と
し
て
高
い
ま

ま
。
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
言
っ
て

い
る
が
、ニ
ー
ト
や
派
遣
、パ
ー

山名幸一執行委員長

ト
や
フ
リ
ー
タ
ー
な
ど
の
青
年

が
あ
ふ
れ
て
い
る
。
誰
が
こ
ん

な
世
の
中
を
作
っ
た
の
か
。
政

権
政
党
・
与
党
の
責
任
は
厳
し

く
問
わ
れ
る
べ
き
だ
。

と
り
わ
け
教
育
界
で
は
何
が

起
こ
っ
た
か
。
教
育
の
根
幹
で

あ
る
教
育
基
本
法
を
変
え
て
し

ま
っ
た
。
そ
し
て
、
10
年
単
位

で
の
教
員
の
免
許
更
新
制
、
子

ど
も
た
ち
に
は
、
全
国
一
斉
学

力
テ
ス
ト
が
始
ま
り
、
教
職
員

評
価
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。

戦
後
60
年
数
年
経
つ
が
、
日

本
が
国
民
総
動
員
体
制
で
戦
争

に
突
入
で
き
た
の
は
、
教
育
を

支
配
し
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な

い
。
自
民
党
は
教
育
の
重
要
性

を
百
も
承
知
な
の
だ
。
だ
か
ら

校
長
や
行
政
に
も
の
を
言
う
教

職
員
組
合
は
潰
さ
な
く
て
は
な

ら
な
い
し
、
文
科
省
に
歯
向
か

う
日
教
組
は
悪
の
中
枢
で
あ

り
、
マ
ス
コ
ミ
あ
げ
て
日
教
組

攻
撃
を
行
っ
て
い
る
。
中
央
統

制
す
る
た
め
に
は
、
教
育
を

支
配
す
る
。
私
た
ち
は
こ
の

戦
前
の
教
育
か
ら
学
ば
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

も
う
こ
れ
以
上
、
自
民
党

政
権
に
ダ
マ
さ
れ
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
。
政
権
の
た
ら

い
回
し
を
許
す
わ
け
に
は
い

か
な
い
。

解
散
総
選
挙
は
、
ま
さ
に

教
育
に
直
結
す
る
、
教
育
の

支
配
を
許
す
か
ど
う
か
の
た

た
か
い
。
政
権
交
代
す
る
こ

と
が
、
最
大
の
政
治
課
題
で

あ
り
、
兵
教
組
は
な
ん
と
し

て
も
意
思
統
一
を
図
り
た

い
。
事
の
本
質
を
し
っ
か
り

見
据
え
、
見
極
め
、
政
治
に

あ
き
ら
め
る
こ
と
な
く
、
最

大
の
チ
ャ
ン
ス
の
到
来
に
、

本
腰
を
入
れ
て
、腹
据
え
て
、

組
合
員
が
一
丸
と
な
り
か
か

ろ
う
で
は
な
い
か
。

解
散
総
選
挙
は
、
教
育
に
直
結
す
る
た
た
か
い

今
こ
そ
政
権
交
代
の
実
現
を
!!

山
名
委
員
長
あ
い
さ
つ
要
旨

 

支
部
三
役
合
同
会
議
よ
り

夏休みファミリーパズル

★当選者発表★

心
を
育
て
る
幼
児
教
育
を
大
切
に

９
月
13
日
（
土
）

ラ
ッ
セ
ホ
ー
ル
で

「
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
幼

稚
園
部
学
習
会
」
が

開
催
さ
れ
、
１
０
０

名
の
参
加
が
あ
っ

た
。
日
教
組
執
行
委

員
の
豊
福
明
子
さ
ん

は
「
来
年
度
の
文
科

省
概
算
要
求
の
主
な

も
の
は
、
調
査
研
究

事
業
費
等
。
子
ど
も

の
た
め
に
使
わ
れ
る

予
算
は
ほ
と
ん
ど
な

い
」と
情
勢
を
報
告
。

ま
た
、
関
西
福
祉

大
学
講
師
の
井
上
寿
美
さ
ん
に

よ
る
「
改
訂
『
幼
稚
園
教
育
要

領
』
の
問
題
点―

「
幼
児
期
か

ら
の
『
国
民
』
の
育
成
」
を
問

う―

」
と
題
し
た
講
演
が
あ
っ

た
。講

演
よ
り

改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

「
幼
児
期
の
教
育
」
が
教
育

基
本
法
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
幼

稚
園
は
「
そ
の
後
の
教
育
の
基

礎
を
培
う
」
役
割
を
担
う
こ
と

と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、「
幼
児

期
の
教
育
」
が
重
要
視
さ
れ
る

こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
時

に
「
幼
児
期
の
教
育
」
に
ま
で

国
家
統
制
が
及
ぶ
よ
う
に
な
る

と
い
う
こ
と
。こ
れ
を
ふ
ま
え
、

改
訂
「
幼
稚
園
教
育
要
領
」
は
、

「
小
学
校
学
習
指
導
要
領
」
や

「
中
学
校
学
習
指
導
要
領
」
改

訂
の
方
向
性
と
の
つ
な
が
り
の

中
で
読
み
解
く
必
要
が
あ
る
。

【
改
訂
の
問
題
点
】

① 

「
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」

を
高
め
、
所
与
社
会
に
適
応

で
き
る
従
順
な
「
国
民
」
の

育
成
が
め
ざ
す
こ
と
が
、
解

説
に
詳
し
く
示
さ
れ
て
い

る
。

② 
「
狭
義
の
『
学
力
』」
を
向
上

さ
せ
る
た
め
の
基
礎
を
培
う

こ
と
が
め
ざ
さ
れ
て
い
る
。

③ 

分
離
別
学
体
制
が
前
提
。「
子

ど
も
が
生
活
し
学
ぶ
場
を
共

に
す
る
教
育
＝
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ヴ
教
育
＝
共
学
」
を
志
向

す
る
も
の
で
は
な
い
。「
障

害
の
あ
る
幼
児
の
指
導
」
に

つ
い
て
は
、
障
害
を
克
服
す

べ
き
も
の
と
と
ら
え
、
障
害

児
を
健
常
児
に
近
づ
け
る
教

育
が
志
向
さ
れ
て
い
る
。

④ 

家
庭
と
の
連
携
が
謳
わ
れ
て

い
る
が
、
比
較
的
高
い
階
層

の
家
庭
が
想
定
さ
れ
て
い

る
。
家
庭
と
の
連
携
が
円
滑

に
す
す
む
こ
と
は
、
同
時
に

子
育
て
の
格
差
を
よ
り
広
げ

る
こ
と
に
つ
な
が
り
か
ね
な

い
。
人
権
を
大
切
に
し
、
心

を
育
て
る
幼
児
教
育
を
大
切

に
し
、
自
分
自
身
に
し
っ
か

り
と
関
わ
る
こ
と
の
で
き
る

力
を
育
て
て
い
き
た
い
。

【
各
県
交
流
か
ら
】

幼
小
の
連
携

幼
小
の
人
事
交
流
で
互
い
の

理
解
を
深
め
て
い
る
市
が
あ
っ

た
。
プ
レ
ス
ク
ー
ル
で
は
な

く
、
幼
稚
園
教
育
の
意
義
を

知
っ
て
欲
し
い
。

特
別
支
援
教
育

対
象
児
童
一
人
に
介
助
員
が

一
人
ず
つ
い
る
市
も
あ
り
、
市

に
よ
っ
て
対
応
に
ば
ら
つ
き
が

あ
る
。
打
ち
合
わ
せ
の
時
間
が

取
れ
な
い
。
予
算
は
出
て
い
る

は
ず
な
の
に
、
医
療
行
為
が
必

要
な
時
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。

幼
保
一
元
化

公
立
保
育
園
の
民
営
化
が
す

す
ん
で
い
る
。
小
さ
な
所
か
ら

と
り
く
み
の
話
が
出
て
き
て
い

る
。
幼
保
一
元
化
の
定
義
が
あ

い
ま
い
で
具
体
的
に
は
模
索

中
。
こ
ど
も
の
た
め
の
メ
リ
ッ

ト
は
何
だ
ろ
う
。

預
か
り
保
育

全
く
行
っ
て
い
な
い
市
も
あ

る
。毎
日
、曜
日
指
定
、チ
ケ
ッ

ト
制
や
有
償
、
無
償
な
ど
市
に

よ
っ
て
状
況
は
ま
ち
ま
ち
。
教

諭
に
も
時
給
が
出
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
っ
た
。◆

各県交流会でグループ討議をする参
加者 （９月13日ラッセホールで）

近ブロ幼稚園部学習会

井上  寿美さん
（関西福祉大学講師）
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